
皆
様
、
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

ま
ぶ
し
い
新
緑
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
５
月
は
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
の
誕
生

月
。
お
元
気
で
し
た
ら
15
日
に
百
一
歳
に
な

ら
れ
ま
す
。
寂
聴
さ
ん
は
こ
の
爽
や
か
な
季

節
が
好
き
で
し
た
。

初
め
に
、
今
年
の
記
念
会
の
行
事
予
定
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

６
月
３
日

総
会
と
文
芸
講
演
会

（
徳
島
県
立
文
学
書
道
館
２
階
講
座
室
）

・
総
会

午
後
１
時
よ
り

・
文
芸
講
演
会

午
後
２
時
～
４
時

(1)

「
寂
聴
文
学
と
吉
行
淳
之
介―

「
大

根
鍋
の
約
束
」
の
周
辺
」

大
石
征
也
（
文
学
研
究
家
・
記
念
会
副

会
長
）

(2)
「
悲
し
み
に
殉
じ
る
」

米
本
浩
二
（
作
家
・
記
念
会
会
員
）

・
出
欠
予
定

別
紙
に
て
５
月
22
日
ま
で
に

事
務
局
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
（
メ
ー

ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
葉
書
の
い
ず
れ
か
で
）

・
当
日
は

Z
o
o
m

配
信
し
ま
す
。Z

o
o
m

で

参
加
希
望
の
方
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

11
月
３
日

寂
聴
忌
朗
読
会

（
文
学
書
道
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
午
後
１
時
半
～
）

・
「
美
は
乱
調
に
あ
り
」
「
諧
調
は
偽
り
な

り
」
を
読
む
（
予
定
）

・
朗
読
者
（
川
端
恵
美
子
・
斎
藤
礼
子
・

松
尾
清
美
・
森
君
代
・
森
裕
子
）

11
月
９
日
（
命
日
）

・
機
関
誌
「
寂
聴
」
２
号

発
行

・
午
前
10
時
セ
レ
モ
ニ
ー

徳
島
市
新
町
川
水
際
公
園
の
記
念
碑
の
前

・
午
後
１
時
半
よ
り
寂
聴
忌
句
会

文
学
書
道
館

２
階

（
出
席
希
望
者
は

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

11
月
11
日

鎌
田
慧
氏
講
演
会

・
「
美
は
乱
調
に
あ
り

大
杉
栄
没
後
百
年
、

現
代
社
会
へ
の
問
い
」

・
午
後
１
時
半
～
３
時

・
文
学
書
道
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

鎌
田
慧
氏
（
１
９
３
８
～

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
）

著
書
に
『
大
杉
栄

自
由
へ
の
疾
走
』

『
狭
山
事
件
の
真
実
』
『
残
夢―

大
逆
事

件
を
生
き
抜
い
た
坂
本
清
馬
の
生
涯
』
な

ど
多
数
。

会
員
の
中
に
「
一
度
寂
庵
を
訪
れ
て
み
た

い
」
と
い
う
声
が
あ
り
、
秘
書
の
瀬
尾
ま
な

ほ
さ
ん
、
法
話
会
場
に
使
っ
て
い
た
サ
ガ
ノ
・

サ
ン
ガ
の
担
当
・
馬
場
君
江
さ
ん
に
ご
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
快
諾
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
程
等
は
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
の

で
、
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
５
月
12
日
ま
で

に
記
念
会
事
務
局
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

日
程

・
５
月
19
日
（
金
）

午
後
２
時
～
３
時

・
参
拝
の
あ
と
、
瀬
尾
さ
ん

の
お
話
を
伺
い
ま
す
。

・
現
地
集
合
・
現
地
解
散

参
加
費

２
０
０
０
円
程
度
（
現
地
で
集
金
）

集
合
場
所

曼
陀
羅
山
寂
庵

・
京
都
市
右
京
区
嵯
峨
鳥
居
本
仏
餉
田
町

７ｰ

１

交
通
ア
ク
セ
ス

・
京
都
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
嵯
峨
線
・
嵯
峨
嵐
山
駅

へ
。
北
西
に
徒
歩
20
分

・
京
都
駅
か
ら
市
バ
ス
28
番
大
覚
寺
行
き

「
嵯
峨
釈
迦
堂
前
」
下
車(

約
１
時
間
）
、

徒
歩
12
分
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行
事
予
定

「
追
悼

瀬
戸
内
寂
聴
展
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
財
団
主
催

昨
年
、
東
京
・
大
阪
・
京
都
と
巡
回
し

た
展
覧
会
が
、
今
年
は
仙
台
で
７
月
13
日

～
８
月
７
日
、
盛
岡
で
11
月
３
日
～
１
月

８
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

生誕の地 記念碑

５
月
19
日

寂
庵
訪
問



瀬
戸
内
寂
聴
の
三
回
忌
に
あ
た
り
、
寂
聴

さ
ん
を
偲
ぶ
俳
句
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
そ

の
人
柄
、
生
き
方
、
作
品
な
ど
、
寂
聴
さ
ん

の
す
べ
て
か
ら
感
じ
取
っ
た
も
の
を
、
自
由
に

詠
ん
で
く
だ
さ
い
。
ど
の
季
節
で
あ
っ
て
も
、

季
語
が
な
く
て
も
い
い
で
す
。
あ
な
た
の
心

の
風
景
を
表
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
の
「
寂
聴
を
詠
む
」
俳
句
募
集
は
、
寂

聴
さ
ん
の
俳
句
の
師
で
も
あ
る
俳
誌
「
藍
生
」

主
宰
の
黒
田
杏
子
さ
ん
に
選
者
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、
大
い
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
り
、

計
画
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
黒

田
さ
ん
は
３
月
13
日
に
急
逝
さ
れ
、
急
遽
、

「
藍
生
」
ゆ
か
り
の
方
々
に
選
者
を
お
引
き

受
け
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。

投
句
作
品

ハ
ガ
キ
裏
面
に
以
下
を
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。

・
未
発
表
作

一
人
一
枚
二
句
ま
で

・
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

・
所
属
結
社
（
所
属
し
て
い
れ
ば
）

投
句
料

無
料

投
句
締
切

２
０
２
３
年
８
月
15
日
必
着

賞・
最
優
秀
賞

１
句

・
優
秀
賞

10
句

・
佳
作

20
句

投
句
先

瀬
戸
内
寂
聴
記
念
会

〒
７
７
０--

０
８
５
６徳

島
市
中
洲
町

３--

４
０--
８
０
２

発
表

・
10
月
末
ま
で
に
受
賞

者
に
通
知
し
、
新
聞
等

で
発
表
し
ま
す
。

・
機
関
誌
「
寂
聴
」
２

号
（
11
月
９
日
発
行
予

定
）
に
も
掲
載
し
ま
す
。

・
作
品
応
募
後
の
訂
正
や
審
査
に
対
す
る
お

問
い
合
わ
せ
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。

・
他
の
コ
ン
ク
ー
ル
等
へ
の
二
重
投
句
、
あ
る

い
は
類
句
・
類
想
句
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ

た
場
合
は
、
賞
の
発
表
後
で
も
失
格
と
し

ま
す
。

・
応
募
さ
れ
た
方
の
個
人
情
報
は
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
以
外
に
は
使
用
致
し
ま
せ
ん
。

選
者

（
敬
称
略
、
50
音
順
）

今
井

豊
「
藍
生
兵
庫
」
代
表

｢

い
ぶ
き
」
代
表

句
集
に
『
席
捲
』
『
草
魂
』
な
ど

第
十
二
回
西
東
三
鬼
賞
受
賞

佐
滝
幻
太

俳
人
（
徳
島
在
住
）

句
集
に
『
空
空
』
『
湖
心
』

第
六
回
「
俳
句
界
」
俳
句
評
論
賞
受
賞

藤
岡
値
衣
「
藍
生
と
く
し
ま
」
「
い
ぶ
き
」

所
属

句
集
に
『
冬
の
光
』

教
員
と
し
て
句
作
指
導
を
続
け
る

黒
田
杏
子
さ
ん

齋
藤
愼
爾
さ
ん

黒
田
さ
ん
と
の
出
会
い
は
１
９
８
２
年
８
月

の
「
寂
聴
連
」
で
の
阿
波
踊
り
。
寂
聴
さ
ん

が
黒
田
さ
ん
と
画
家
の
堀
文
子
さ
ん
を
お
招

き
し
て
一
緒
に
踊
っ
た
。
二
人
と
も
男
踊
り

で
パ
ワ
フ
ル
で
あ
っ
た
。
文
学
書
道
館
が
開

館
し
た
の
ち
講
演
に
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
四
国
巡

礼
の
途
中
で
も
立
ち
寄
っ
て
も
く
だ
さ
っ
た
。

そ
の
時
「
何
で
も
協
力
し
て
あ
げ
る
」
と
励

ま
し
て
い
た
だ
い
た
。

俳
人
・
文
芸
評
論
家
の
齋
藤
さ
ん
も
講
演

に
来
て
く
だ
さ
り
、
徳
島
の
古
書
店
を
一
緒

に
訪
ね
た
。
寂
聴
さ
ん
の
句
集
『
ひ
と
り
』

を
出
版
し
、
『
寂
聴
伝
』
『
続
寂
聴
伝
』
を

執
筆
、
寂
聴
さ
ん
と
の
共
著
も
あ
る
。
深
夜

叢
書
社
を
ひ
と
り
で
立
ち
上
げ
た
出
版
人
で
、

本
に
囲
ま
れ
て
寝
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
。お

二
人
と
も
３
月
に
相
次
い
で
逝
っ
て
し
ま

わ
れ
、
心
細
い
こ
と
こ
の
う
え
な
い
。

今
頃
、
寂
聴
さ
ん
と
一
緒
に
俳
句
を
作
っ

て
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
（
竹
内
紀
子
）
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瀬
戸
内
寂
聴
記
念
会
主
催

「寂
聴
を
詠
む
」俳
句
募
集

２
０
２
３

追
悼

お
知
ら
せ

瀬
戸
内
寂
聴
記
念
会
で
は
、
命
日

の
11
月
９
日
を
「
寂
聴
忌
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
11
月
９
日
は
、
「
偲
び

つ
つ
い
い
句
作
ろ
う
寂
聴
忌
」
の

●

●

●

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
寂
聴

さ
ん
の
ふ
る
さ
と
徳
島
市
で
、
さ
さ

や
か
な
句
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。



徳
島
県
立
文
学
書
道
館
で
開
催
中

記
念
会
理
事
の
賀
来
真
留
加
さ
ん
が
取
材

し
、n

o
te

「
瀬
戸
内
寂
聴
記
念
会
」

に

ア
ッ
プ
し
た
記
事
の
一
部
を
こ
こ
で
紹
介
し

ま
す
。https://note.co

m
/jo

yous_e
el936/n

/nb0d47acc314e

現
在
、
徳
島
県
立
文
学
書
道
館
に
て
「
寂

聴

美
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
展
が
開
催
さ
れ
て

い
る
（
５
月
28
日
ま
で
）
。
寂
聴
愛
蔵
の
絵

画
、
書
、
彫
刻
な
ど
の
展
示
、
そ
し
て
そ
れ

ら
の
作
品
が
寂
聴
の
小
説
や
随
筆
で
ど
の
よ

う
に
描
か
れ
た
か
、
美
術
家
と
の
交
流
も
含

め
て
紹
介
し
て
い
る
。

瀬
戸
内
寂
聴
は
東
京
、
目
白
台
や
本
郷
の

マ
ン
シ
ョ
ン
、
ま
た
出
家
後
に
暮
ら
し
た
京

都
の
寂
庵
で
も
、
お
気
に
入
り
の
美
術
品
を

身
の
回
り
に
置
き
、
創
作
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
得
て
い
た
。

そ
の
展
示
作
品
の
中
か
ら
、
印
象
的
な
も

の
を
い
く
つ
か
こ
こ
で
紹
介
し
た
い
。

（
作
品
は
展
覧
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）

熊
谷
守
一

臥
裸
婦

小
説
『
お
だ
や
か
な
部
屋
』
に
も
出
て
く

る
油
彩
画
。
展
示
で
は
下
に
小
説
の
一
文
も

添
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
画
と
言
葉
の
組
み

合
わ
せ
か
ら
物
語
が
立
体
的
に
立
ち
上
が
っ

て
く
る
。

体
の
線
が
妙
に
生
々
し
い
。
熊
谷
の
画
風

は
、
簡
素
な
形
態
、
明
確
な
色
彩
、
「
モ
リ

カ
ズ
様
式
」
と
呼
ば
れ
た
。
実
際
の
画
自
体

の
大
き
さ
は
30
セ
ン
チ
ほ
ど
で
意
外
と
小
さ

い
。
『
私
小
説
』
で
は
表
紙
に
も
な
っ
た
。

ア
ラ
ン
・
ダ
ー
カ
ン
ジ
ェ
ロ

今
回
の
展
覧
会
の
な
か
で
も
サ
イ
ズ
と
と

も
に
存
在
感
が
大
き
か
っ
た
作
品
。
（
横
1.5

ｍ
、
縦
１
ｍ
く
ら
い
あ
る
か
も
）
日
本
で
は

ウ
ォ
ー
ホ
ー
ル
ほ
ど
知
名
度
は
な
い
が
、
ア

メ
リ
カ
の
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
の
主
要
な
作
家
、

ア
ラ
ン
・
ダ
ー
カ
ン
ジ
ェ
ロ
。
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を

平
面
的
に
分
割
、
ま
た
標
識
な
ど
の
記
号
を

モ
チ
ー
フ
と
し
、
管
理
さ
れ
た
社
会
の
虚
無

感
を
表
現
。
（
余
談
だ
が
、
徳
島
県
立
近
代

美
術
館
で
は
３
点
ほ
ど
ダ
ー
カ
ン
ジ
ェ
ロ
の
作

品
を
所
蔵
し
て
い
る
よ
う
だ
）

寂
聴
は
、
こ
の
絵
を
知
人
か
ら
、
全
く
画

家
の
名
前
も
知
ら
ず
に
購
入
し
た
。
部
屋
に

飾
る
と
無
限
に
空
間
が
広
が
っ
た
と
い
う
。

デ
ュ
ラ
ス
の
小
説
の
余
白
の
よ
う
な
も
の
を
絵

に
感
じ
る
、
と
寂
聴
ら
し
い
感
想
。

寂
聴
と
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
。
そ
の
組
み
合
わ

せ
が
意
外
に
も
愉
し
い
。

他
に
も
、
池
田
満
寿
夫
か
ら
送
ら
れ
た
観

音
彫
刻
や
、
榊
莫
山
の
墨
絵
、
岡
本
太
郎
に

よ
る
寂
聴
（
当
時
は
晴
美
）
の
肖
像
ス
ケ
ッ

チ
な
ど
、
展
示
の
美
術
品
は
多
岐
に
わ
た
る
。

徳
島
は
葉
桜
の
季
節
。
こ
れ
か
ら
若
葉
芽
吹

く
と
き
。
お
出
か
け
つ
い
で
に
ア
ー
ト
と
文

学
の
散
策
を
、
徳
島
県
立
文
学
書
道
館
で
さ

れ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

太
田
治
子
さ
ん
来
徳

｢

寂
聴

美
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
展
開
催
に

合
わ
せ
、
４
月
22
日
に
作
家
の
太
田
治
子
さ

ん
が
「
寂
聴
さ
ん
と
美
の
世
界
」
の
題
で
講

演
さ
れ
ま
し
た
。
太
田
さ
ん
は
美
術
に
造
詣

が
深
く
、
池
田
満
寿
夫
の
観
音
と
ロ
ダ
ン
作

の
ク
ロ
ー
デ
ル
の
頭
像
と
の
類
似
、
「
日
曜

美
術
館
」
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
時
代
に
出
会
っ
た

美
術
家
の
印
象
、
高
校
時
代
に
寂
聴
さ
ん
と

軽
井
沢
の
別
荘
で
泊
ま
っ
た
話
や
、
中
野
本

町
通
り
の
蔵
の
家
で
凉
太
に
会
っ
た
話
な
ど
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
な
つ
か
し
く
語
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

｢

瀬
戸
内
寂
聴
物
語
」
発
刊

徳
島
新
聞
に
柏
木
康
浩
記
者
が
１
年
間
連

載
し
、
好
評
を
博
し
た
「
瀬
戸
内
寂
聴
物
語
」

が
４
月
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

折
々
の
寂
聴
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
代

表
作
の
紹
介
に
加
え
、
た
く
さ
ん
の
写
真
、

年
表
、
語
録
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。
寂
聴
さ

ん
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
、
寂
聴
研
究
の
入
門
書

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
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「
寂
聴

美
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

熊谷守一 臥裸婦

アラン・ダーカンジェロ

Aspen,Colo

文学書道館 北玄関

ア
ラ
ン
・
ダ
ー
カ
ン
ジ
ェ
ロ
の
こ
の
絵
に

つ
い
て
書
い
た
寂
聴
の
文
章
「
そ
の
絵
と
の

出
逢
い
」
か
ら
一
部
紹
介
す
る
。

私
は
こ
の
絵
が
好
き
だ
。
デ
ュ
ラ
ス
の

小
説
の
余
白
の
よ
う
な
も
の
が
こ
の
絵
に

あ
っ
て
、
私
の
創
造
力
を
誘
い
だ
し
て
く

れ
る
し
、
夢
を
無
限
に
拡
げ
て
く
れ
る
。

爽
や
か
さ
、
ク
ー
ル
な
も
の
、
五
月
の
爽

や
か
さ
と
、
十
一
月
の
冷
た
さ
が
同
居
し

て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
底
か
ら
た
ち
の
ぼ

る
不
気
味
な
孤
独
感
。

「
芸
術
新
潮
」
１
９
７
０
年
６
月
号



出
会
い

森
裕
子

こ
の
た
び
「
寂
聴
を
詠
む
」
の
俳
句
募
集

に
、
担
当
者
の
一
人
と
し
て
関
わ
ら
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
他
の
俳
句
大

会
の
要
項
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
相
談
し
な

が
ら
チ
ラ
シ
を
作
成
し
ま
し
た
も
の
の
、
ど

の
く
ら
い
の
応
募
数
に
な
る
か
見
当
が
つ
か
ず
、

不
安
な
出
発
で
す
。
投
句
の
締
切
は
８
月
15

日
で
す
。
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

４
月
１
日
２
日
に
、
山
口
県
長
門
市
で

「
み
す
ゞ
コ
ス
モ
ス
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
４
年
前
に
初
参
加
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
コ
ロ
ナ
で
中
止
が
続
き
、
よ
う
や
く

今
回
、
金
子
み
す
ゞ
生
誕
１
２
０
年
記
念
の

会
に
、
二
度
目
の
参
加
が
実
現
し
ま
し
た
。

１
２
０
名
余
り
の
盛
大
な
懇
親
会
で
は
、
徳

島
の
絵
本
作
家
羽
尻
利
門
さ
ん
の
「
こ
だ
ま

で
し
ょ
う
か
？
」
の
絵
が
映
像
で
流
れ
、
郷

土
の
作
家
に
出
会
え
た
こ
と
が
と
て
も
誇
ら

し
か
っ
た
で
す
。

次
の
日
は
、
み
す
ゞ
さ
ん
の
法
要
が
遍
照

寺
で
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
講
演
会
に
向
か
う

途
中
、
講
談
師
の
神
田
京
子
さ
ん
と
話
す
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
が
徳
島
か
ら
と

知
る
と
、
神
田
さ
ん
の
方
か
ら
、
「
徳
島
と

い
え
ば
寂
聴
さ
ん
ね
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た

こ
と
が
あ
る
」
と
言
っ
て
く
れ
、
タ
イ
ミ
ン
グ

よ
く
機
関
誌
「
寂
聴
」
を
手
渡
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
講
演
会
の
後
に
行
わ
れ
た
講
談

は
、
金
子
み
す
ゞ
の
生
涯
を
親
し
み
や
す
く

明
る
く
語
る
す
ば
ら
し
い
舞
台
で
し
た
。

そ
の
会
場
で
、
歌
手
の
吉
岡
し
げ
美
さ
ん

と
隣
席
に
な
り
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、
話

を
し
ま
し
た
。
徳
島
に
コ
ン
サ
ー
ト
に
来
た

時
の
こ
と
も
、
担
当
の
竹
内
紀
子
さ
ん
の
こ

と
も
、
よ
く
覚
え
て
お
ら
れ
、
機
関
誌
「
寂

聴
」
を
手
渡
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
吉
岡

さ
ん
と
一
緒
に
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
映
画
監

督
で
鳴
門
市
出
身
の
浜
野
佐
知
さ
ん
に
、

「
寂
聴
」
を
渡
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
女
性
の
人
生
を

歌
っ
た
り
、
語
っ
た
り
、
撮
っ
た
り
し
て
お

ら
れ
る
方
々
で
す
の
で
、
寂
聴
さ
ん
の
人
生

や
作
品
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
歌
や
、

映
画
や
、
講
談
に
な
っ
た
ら
素
敵
だ
と
、
勝

手
に
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

金
子
み
す
ゞ
の
ふ
る
さ
と
長
門
市
仙
崎
に

は
み
す
ゞ
さ
ん
を
愛
す
る
人
々
が
集
ま
り
、

残
し
た
い
伝
え
た
い
と
い
う
熱
意
が
町
中
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
寂
聴
さ
ん
の
故
郷
徳

島
の
人
間
の
一
人
と
し
て
、
私
も
何
か
し
た

い
と
、
改
め
て
感
じ
た
山
口
へ
の
旅
で
し
た
。

先
日
、
徳
島
新
聞
で
、
寂
聴
さ
ん
の
写
真

展
の
記
事
を
読
み
、
早
速
、
展
覧
会
会
場
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
本
当
に
楽
し
そ
う
に
笑

う
寂
聴
さ
ん
の
写
真
に
た
く
さ
ん
出
会
い
ま

し
た
。
写
真
家
の
西
田
茂
雄
さ
ん
に
機
関
誌

「
寂
聴
」
を
お
渡
し
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
方
に
出
会
い
、

寂
聴
さ
ん
の
お
話
を
し
、
一
人
で
も
多
く
の

方
に
記
念
会
に
入
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
機

関
誌
に
投
稿
し
て
も
ら
え
る
よ
う
活
動
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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社
会
に
出
て
、
自
分
自
身
に
責
任
を
と

ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
頃
か
ら
、
自
分

が
所
謂
世
間
で
い
う
所
の
幸
福
と
は
、
至
っ

て
折
り
合
い
の
悪
い
人
間
な
の
だ
と
い
う
自

覚
が
次
第
に
明
確
に
さ
れ
は
じ
め
た
。

人
よ
り
多
分
な
過
剰
な
情
熱
（
情
欲
と

は
断
じ
て
違
う
）
を
も
て
あ
ま
し
な
が
ら
、

な
ぜ
世
間
の
引
い
て
く
れ
る
平
穏
の
枠
内
に

お
さ
ま
り
き
ら
な
い
の
か
と
、
自
分
を
ふ

り
か
え
る
こ
と
が
度
々
身
辺
に
起
き
た
あ

げ
く
、
私
は
遅
ま
き
な
が
ら
よ
う
や
く
気

が
つ
い
た
の
だ
。

澱
ん
で
水
の
動
か
な
い
お
だ
や
か
な
淵
の

中
で
は
棲
息
し
得
な
い
魚
の
よ
う
な
自
分
の

習
性
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

烈
し
く
な
だ
れ
落
ち
る
断
崖
の
瀑
布
に
逆
っ

て
鋭
い
鞭
の
よ
う
な
飛
沫
を
浴
び
な
が
ら

孤
独
に
泳
ぎ
登
る
魚
に
自
分
を
な
ぞ
ら
え

た
か
っ
た
。

「
幸
福
」
よ
り

（
１
９
８
０
年
刊

短
編
小
説
集
『
幸
福
』
所
収
）

事
務
局
長

竹
内
紀
子

ひ
ろ
ば
会
員
の
た
よ
り

寂
聴
の
こ
と
ば

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

瀬戸内寂聴記念会 事務局
〒770-0856 徳島市中洲町3-40-802

Fax 088-661-3292
email norikomizugame@yahoo.co.jp

羽尻利門画 「弁天島」―「こだまでしょうか?」より
デイヴィット･ジェイコプソン 物語作 サリー･イトウ／坪井美智子 詩の英訳

・
新
年
度
に
な
り
ま
し

た
の
で
、

会
費
３
０
０
０
円
の
振

込
み
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
阿
波
銀
行

蔵
本
支
店

普
通

１
２
２
９
６
９
２

清
重
康
代
）

・
機
関
誌
「
寂
聴
」
２

号
の
原
稿
締
切
り
は
９

月
15
日
で
す
。
皆
様

の
投
稿
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。


